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第5回 水理学：　
 防災から海洋プラスチックまで多様な分野との
 融合研究（仮題）
　東京理科大学の二瓶泰雄教授をお迎えし、“水理学　防災
から海洋プラスチックまで多様な分野との融合研究（仮題）”
でご講演いただく。水理学は、地震、洪水、津波等の我が国
にとって重要な災害リスク問題解決の基礎となるばかりでは
なく、世界的な問題となった海洋プラスチックの研究にも貢
献している。災害リスクは台風19号等で痛感されるところだ
が、二瓶教授の解説をメディアでご覧になった方も多い。ま
た、画像解析を用いた河川のごみ輸送量の計測は地球規模に
広がる海洋プラスチック問題の解決のためのベースとなる。
防災から海洋プラスチックまで最先端のトピックをイブニン
グセミナーで議論する。
●講演者　東京理科大学理工学部土木工学科　
　　　　　教授　二瓶泰雄
●日　時　2020年2月27日（木）　終了後懇親会を開催予定
●場　所　東京理科大学　森戸記念館　第1フォーラム

第4回 交通インフラを長く健全に保つために
 ～首都高速道路の大規模更新プロジェクト～
　高速道路や新幹線などの基幹的交通インフラは、前回の東
京オリンピック開催前に整備が始まり、古いものは経年が50

年を超える。これまでは日常的な点検および補修によって健
全に維持されてきたが、重大な損傷等の老朽劣化がみられる
一部の構造物については、大規模な修繕が計画され、進めら
れている。

　特に、首都高速道路においては、道路構造物を長期にわた
って健全に保つために高架橋等の構造物の一部について更新
工事が計画され、財源措置等も別途行われたうえで施工され
ている。

　本セミナーでは、首都高速道路の大規模更新・大規模修繕
プロジェクトを例に、基幹的交通インフラを長く健全に保つ
ための方策や具体的な課題について理解を深めるとともに、
議論を行う。
●講演者　首都高速道路（株）　代表取締役専務執行役員　
　　　　　大島健志
●コメンテーター　東京都市大学　学長　三木千壽
●日　時　12月10日（火）18:00～19:30　その後懇親会
●場　所　日本大学駿河台キャンパス1号館3階131教室
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I CTの進展に伴い膨大な個人
データの生成や蓄積が進む中、

EUではGeneral Data Protection 

Regulation （GDPR） が施行さ
れるなど、個人の様々なデジタ
ルデータを自らが容易に利用で
きるようになりつつあります。
個人情報を自己管理することで
その名寄せ（同一個人の情報の複
数のデータソース間での紐付け）と
その利活用を促進し、安全な情
報管理を実現する社会システム
である「情報銀行」を早くから構
想し、それを社会システムとし
て実装するための技術や制度に
関する研究を行っている柴崎教
授にお話を伺いました。

情報銀行構想について

福田　情報銀行を構想されるに至っ
た当時のきっかけや問題意識につい
てお聞かせ下さい。
柴崎　情報銀行の考え方が広まった
一つのきっかけは 2012年の TED 

Talksですが、実はもっと前からいろ
いろ取り組んでいます。もともと人
の行動の計測や、それを用いたモデ
ルによる予測などを研究していまし

た。その際、どの交通手段を選ぶの
かといった単純な問題に落とし込ま
ず、人間の多様な行動をデジタルデ
ータのシークエンスとして蓄積し解
析する方が面白いと考えました。当
時はウェアラブルセンサーを体に着
け、スマホは無かったので背中にラ
ップトップを背負い（笑）、ワイヤー
を付けてデータを取るといったこと
をやっていました。徐々に他にもい

ろいろなデータが取れることが
分かる中で「そもそもこうした
データを取らせてくれる人って
世の中にどれ位いるのだろう
か」と考えたのです。
　ただ、個人のデータを別の誰
かが取って使いますというのは
やはり気持ち悪いし、それだけ
では絶対に社会で使われないで
しょう。そこで、自分のために
役立つなら当然個人にモチベー
ションはあるので、自己のデー
タを自分で管理して自分のため
に使うという社会システムをつ
くると面白いのではと考えまし
た。まず、歩数や動きなどとい
った行動のラベルを振ってデー
タを集めて管理し、その標準化
に取り組みました。さらに、デ

ータを貯めるとしたら一体誰が預か
るのか、使わせるに当たり本人の知
恵だけでは有用な使い方は出ないの
で他人の知恵を借りるとなると信託
みたいだねということで、2005年の
学会でその構想を発表したところ、
その場にいた経産省の方々が興味を
持って研究会にしてくれました。「銀
行のメタファーだと、預けるのも安
心そうだし良いのでは」ということ

柴崎亮介　東京大学空間情報科学研究センター教授

Interview 情報銀行とビッグデータ～今後の展望

東京大学空間情報科学研究センター
教授

柴崎亮介
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福田大輔（広報部会員）

東京理科大学
教授

伊藤香織（広報部会員）

Interview:

情報銀行とビッグデータ〜今後の展望

聞
き
手
・企
画
・文
責

Ryosuke Shibasaki



（一社）計画・交通研究会　会報
Association for Planning and Transportation Studies Nov. 2019

03

検討を行うために土
地情報を全部調べな
ければなりません。

土地登記情報をデジ
タル化してデータベ
ース化し始めた会社
が幾つかあります。
NTT空間情報など
は、航空写真を大都
市ではほぼ毎年、大
都市でないところで
も3年に1回のペー

スで撮影していいます。こうしたデ
ータを解析する、どこの建物がなく
なったとか、どこが駐車場で何年放
置されていてその後何になったなど
といったデータをつくることできま

す。それに土地の所有権情報、地価
の路線価情報などを紐付けるわけで
す。土地登記は公開情報で実名なの
で、ある人が持っている土地が日本
中で何筆あるのか、どう売買してい
るのかなどが全て見える、つまり、
土地取引マイクロデータの分析がで
きる可能性が出てきたのです。都市
の中では、誰かが亡くなり大きな屋
敷が分割されて小さくなったり、マ
ンションになったりと、劇的に空間

利用が変わっていきますが、これを
最もミクロな要素から説き起こせる
可能性がでてきたのです。
　これは大きなチャンスです。私が
「航空写真から追うと建物の変化が
全部分かります」と言ったら、清水
先生が「土地登記情報がそれに紐付
いたら凄いですね」と返されたので、
「東大で寄付研究部門を作って入れ
物を用意するので、清水先生、頑張
っておカネを集めて下さいね」とい
うことになりました（笑）。結果、不

で、2008年頃でしたが「情報銀行」
という名前がつきました。ただ、制
度設計のようなテーマで論文にする
のは難しく、学生さんが卒業できま
せんから（笑）、現在は制度やメカニ
ズム提案は、大学教員の社会活動の
一環で行っています。

情報銀行のさらなる展開

福田　EUではGDPRが2018年に施
行され情報銀行に向けた制度面の展
開が進みました。先生は主に人の行
動データを中心に取り組まれてきま
したが、東京大学の空間情報科学研
究センターでは、不動産ビッグデー
タに関する新しい研究
室もつい最近立ち上げ
られていますね。

柴崎　不動産情報科学
研究室は清水千弘先生
が中心となって運営さ
れています。そもそも

今なぜ不動産の研究室
を立ち上げたのかとい
うと、不動産登記デー
タが法務省から最近出
始めたからです。銀行
は担保を取るために、
NTTなども電柱の設置

福田大輔　東京工業大学准教授

情報銀行の仕組み（出典：https://gasket.bizright.co.jp/2019/01/0901-3/）

Google Takeoutから得られた柴崎先生のある一日の移動軌跡

Interview情報銀行とビッグデータ～今後の展望
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動産会社や信託銀行などから支援を
頂き、新しい研究室の設立に至りま
した。このようなデータを集める努
力をしておくと、イナーシャがつい
て社会が動き始め、それを契機に新
たな研究テーマが出てくることを期
待しています。
　GDPRのような仕組みは、「投資し
てデータを取った人がデータの持ち
主である」という当たり前の原理に
個人という切り口で物を申したよう
なものです。日本ではまだ実現して
いませんが、アメリカでもグーグル

やアマゾンは全てのユーザーが自分
のデータを全てダウンロードできる
ようになっています。独占禁止法に
引っかかる方がプライバシー保護違
反で挙げられるよりもペナルティー
が格段に大きいので、GDPRが始ま
る以前から既にテイクアウトしてい
ます。

クロスドメインなデータ活用の可能性

福田　交通や都市の分野は、ビッグ
データのクロスドメイン活用、具体

的には、交通と不動産間でのデータ
の連携や、あるいは異なる交通事業
者間でのデータ連携などが遅れてい
るようにも思われますが、どう考え
ればよろしいでしょうか。

柴崎　「データを提供したら何ができ
ますか」「データを見せてもらえたら
考えます」といった水かけ論をよく
見かけます。ただ、人の流動に関し
て言うと、携帯電話のGPSログは、

サンプルサイズは小さいですが、全
ての交通モード上の動きを捉えてい
ます。例えばこの前の台風15号のと
きも、GPSデータを見ると止まって
いる路線と動いている路線が一目瞭
然です。隠し立てしても、GPSデー

タからはもうそれなりに見えている
のです。

伊藤　どうせ見えているのだから最
初からクロスドメインで共有してい
いのでは、という話になりますね。
柴崎　そうです。ただし、GPSデー

タの場合、動画にすると凄そうに見
えますが、サンプルデータ的なもの
なので人の数の総数などは分かりま
せん。道路のトラフィックカウンタ
ーやETCログや通勤改札データなど
とつなげることではじめてボリュー

ムの議論ができるようになります。
Google Takeoutのようなものから皆が
データを徐々に出し始めてきたので、
そうしたインフラ管理者側が持って
いるデータとの連携がうまくできる
ようになることを期待しています。
　クロスドメインということで少し
話は変わりますが、交通や都市の研
究者の方達もAI分野の方達ともっと
融合するべきだと思います。私の研
究室にはコンピュータサイエンス出
身でAIが好きな人が何人もいます。
彼らは高精度の予測モデルづくりは
得意ですが、時折あり得ない予測、

例えば「地震で橋がもし落ちたら、
みんなどう迂回するか」という問題
に対して「皆川に飛び込む」と言った
予測結果を出したりします（笑）。「迂
回する」という単純な行動原理をな
かなか学習できないのです。これに
対し、交通工学の知見などから人の
行動メカニズムをモデルとして与え、
そのフレームで適切なパラメーター
を選ばせると言ったことを交通研究
者とAI研究者が共同で行うことが大
事なのではと思います。データトリ
ブンのAI研究者たちは交通行動のメ
カニズムに関してはほとんど知らな
い。他方、交通の研究者たちが行う
モデルトリブンの分析は、ある特殊
な局面だけに限定していることが多
く適用の幅が狭い。両者が上手く融
合していく姿が理想で、お互いWin-

Winなのではないでしょうか。

　かつてグーグルが様々な画像に猫
や犬といったラベル付けをして画像
認識の精度向上の研究を進めていま
したが、最近ではそれがほぼ頭打ち
になり「だから何、何の役に立つの」
という話になりつつあります。AI研

伊藤香織　東京理科大学教授

Interview
: Ryosuke Shibasaki

Interview 情報銀行とビッグデータ～今後の展望
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究者もリアルな話に強
い興味を持っていま
す。MaaSのシステム

最適化などもリアルな
話ですね。東京圏では
昔からパーソントリッ
プ調査を行って実世界
のデータをしっかりと

取っています。AIの研
究者はそうしたデータ
に強く関心を持つと思
いますよ。そうしたデ

ータを世界中の研究者
が使えるようオープン
化し、競争して分析で
きるようになれば、東
京の交通研究も劇的に進むかもしれ
ませんね。

実空間の意味・価値とは

伊藤　データを蓄積し社会的に活用
するというのはよく分かるのですが、
個人も徐々にそれだけに基づいて行
動するようになるのではないでしょ
うか。最短経路探索をして、盲目的
にそれに従うので、まちの骨格を理
解できなくなってしまう。データが
蓄積されてきたときに、人と実空間
の関係がどのようになるのかに興味
があります。

柴崎　ご指摘の点はすごくチャレン
ジングで、そもそも「人間は何のた
めに生きているのか」と言った話が
あります。映画のストーリーづくり
などに通じますが、どんでん返しや
ちょっと予測・期待を裏切ることが
起こる、けれどもある枠は飛び出な
いという意味で安心感もあるといっ
た、環境側の設定が必要だと思いま
す。日立東大ラボでスマートシティ
プロジェクトが立ち上がったときに

お呼びした哲学の先生が「人は人に
なる、つまり、ヒューマンはビーイ

ングじゃなくてビカミングなのだ」

という、ヒューマン･ビカミング・
セオリーの話をされました。「人は学
習し成長することに幸せを感じる」
という、もともとは介護分野の世界
観です。至れり尽くせりの介護で、
お腹が空いた状況をセンサーですぐ
察知してチューブから食事が出てく
るといった介護が本当に良いのだろ
うか。そうではなく、一生懸命何か
を自分で食べ「ちゃんと今日は食べ
られた」という達成感があることで
幸福感を感じる。スマートシティの
議論でもそういうものを目指すべき
だと思います。サービス側が持って
いる膨大な情報について、言われた
ものだけを何も疑いなく受け取るの
ではなく、敢えてレコメンデーショ
ンを外してみるという仕掛けを組み
込んでみても面白いかもしれません。
　もう一つ、いわゆるシェアリング
の話はこれから大きく進むと思いま
すが、空間利用でも交通サービスで
も、ダイナミックプライシング的な

ことをうまくやることで無駄がどこ
までなくなるのかといったことはど

のぐらい明らかにされているのでし
ょうか。「もし東京圏でフルスケール
で実施したらこうなります」といっ
た、地に足のついてない研究も是非
進めてほしいです（笑）。どういう変
化が都市に起こり、不動産価格はど
う代わり、長期には空間利用も建築
デザインもどう変わるのか、検証は
難しいですが思考実験として面白い
です。是非計画・交通研究会には、
できれば関連企業が資金を提供して
くださると理想的なのですが、そう
いう産学官共同の分析の場を作って
頂きたいです（笑）。シンガポールが
世界的に着目されるのは、都市全体
でものすごい冒険（社会実験）をして
いるからです。東京では流石にリア
ルな冒険は難しいので、ならば徹底
的にシミュレーションを行い、毎日
得られるGPSデータなどでちゃんと

キャリブレーションしておけばそん

な変なことにはならないと思うし、
面白いと思います。

撮影　加藤有紀

Interview情報銀行とビッグデータ～今後の展望



（一社）計画・交通研究会　会報
Association for Planning and Transportation StudiesNov. 2019

06

我が国を代表するインフラの一
つである下水道は・・・とい

ってもほとんどの国民はピンとこな
いのではないかと思います。実は全
国の地下に約47万kmの下水管路が
埋設されています。わかりやすく例
えますと地球から月までの距離が約
38万kmですのでその距離はとてつ
もない長さです。また管路の建設費
は70兆円といわれていて、資産とし
ても莫大な価値があるといえます。
下水道は、【公衆衛生の確保（街を清
潔にする）】、【浸水の防除（街を浸水か
ら守る）】、【公共用水域の水質保全
（水環境を守る）】を主な目的に明治時
代より先進国の仲間入りを目指した
一大事業であり、莫大な資産といえ
ます。2019年3月末時点での下水道
処理人口普及率は79.3％となってい
ます。

　当社は1962年に、当時としては下
水道管路管理の需要の大変少ない
中、主に米国より技術を導入し操業
を始めました。以来今日まで57年
間、下水道の管路管理を専業として
全国に展開してまいりました。目立
たない事業のためか下水道管路管理
のみを事業として全国展開している
企業は、ほかにはありません。パイ
オニア的存在とよく言われますが、

これは需要の少ない中で創業したこ
とと、同業者が地域に誕生して地元
に根付いた企業が大半であるのに対
して、当社は国等の行政機関に対す
る様々な提案やマニュアル等の作
成、新技術の開発・普及を行ってき
たからではないかと思っています。
おかげさまで現在では全国26の拠点
で事業展開をさせて頂いております。

■下水道管路管理への戦略的挑戦
　下水道施設も他のライフラインと
同様に、老朽化の一途をたどってい
ます。標準耐用年数である50年を経
過した管路は約1.3万km、道路陥没
や閉塞による溢水などの発生確率が
急激に増加するといわれる設置後30

年の経過管路は実に約10万kmと、

老朽化対策が待ったなしの状況とい
えます。また、さらに追い打ちをか
けているのが地方での人口減少によ
る下水道使用量の減少です。下水道
収入の減少と地方自治体の技術系職
員の減少による事業執行体制の脆弱
化が顕著となり、いわゆる「ヒト・
モノ・カネ」の面で大きな課題とな
っています。

　課題を受け、下水道業界において
もPPP/PFI事業への転換の必要性が
叫ばれています。下水道は、これま

で建設の時代が長く続いたため維持
管理については、大企業の参入がほ
とんどなく市場も小規模な状態で推
移してきました。したがって予算の
面についても小規模であり、道路陥
没やつまり等の故障の発生後に対策
を行うことが多く、俗にいう発生対
応型維持管理がほとんどでした。そ
のような中、当社は「維持管理の基
本は下水道利用者へのサービス提供
である」との考えを前面に出し、予
防保全型維持管理の必要性を訴えて
まいりました。事故や故障は未然に
防止しなければ良いサービスを提供
しているとは言えません。サービス
提供に効果的な管路管理を行うため
には、常に顧客ニーズと現場ニーズ
の両面の情報収集が必要となりま
す。その一つとして安価でスピーデ
ィに異状個所を発見し、手当（修繕）
を行うことにより、より良い下水道

管清工業株式会社

会員企業百景Projects:

Projects: 会員企業百景

下水道管老朽化に起因する陥没事故の一例
（出展：東京都）

専務取締役

伊藤岩雄

下水道ビジネスの実態について
――迫るPPP／PFIの実行――
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延命させるかという目的に沿った画
期的な新技術であり、現在多くの自
治体で採用されています。

■PPP/PFIの実績　
　予防保全型維持管理の確かな成果
　下水道業界でのPPP/PFIは、これ

まで処理場の運転管理を包括的民間
委託として先行して進められてきま
した。管路については処理場に遅れ
ること約10年、2014年3月にガイ
ドラインが発行され事業化に目途が
つきました。管路管理の提供するサ
ービスには評価基準がなく性能評価
による契約が難しいというのが遅れ
た理由です。しかし現実には処理場
と違い利用者との接点はむしろ管路
管理の現場に多くあり、サービス提
供にはやりがいのある事業です。当
社は、1989年に東京都青梅市におい
て市内全域の下水道管路約500km

を対象とした包括的民間委託を提案
し、実施してまいりました。以来、
約30年間、本方式による管理を実施
しており当初頻発していた管路に関
する故障や苦情は現在ではほとんど
発生していません。本事業において
も先に紹介したスクリーニング技術
を大いに活用し問題を早期に解決す
るという予防保全型維持管理を実現
しています。自治体の技術系職員の
減少により管路管理業務が置き去り

にならないよう、これらの事例を全
国に展開すべく国や自治体等への働
きかけを積極的に実施しております。

■決して「他人事」ではない下水道を
知ってもらうために
　これまでビジネスの実態やPPP/PFI

について触れてきましたが、皆さん
は“下水道の事”をどこまでご存知だ
ったでしょうか。当社は、下水道利
用者に下水道を「自分事」と考えても
らえるよう、啓蒙活動として2007年
より全国で出前授業を始めました。
2019年9月までの実績は、886か所、
受講者数57,853名となりました。
　『「下水道」ってなあに？水はどこ
から来てどこへ行くのかな？』出前
授業はこの問いかけから始まりま
す。使った水や雨水が流れていく
「下水道」は、誰もが利用するライフ
ラインですが地下にあるため姿を見
ることができません。しかし下水道
に問題が起きれば汚れた水がそのま
ま町や川、海に流れやがて私たちの
生活や環境に深刻な影響を及ぼしま
す。下水道について正しい知識を持
っていただき、適切に使用していた
だくことでこうした問題を避けるこ
ともできます。

　事業の発展だけでなく、こうした
啓蒙活動・広報活動を行うことも下
水道ビジネスに必要なことなのです。

サービスを継続することができると
考えています。

■スピーディかつ効率的な技術の開発
　前述のように、PPP/PFI事業への
転換は秒読みの状態です。そこで民
間の管路管理業者に求められるの
は、スピーディかつ効率的な技術の
開発です。
　当社ではさらに効率化を図る目的
で潜在する多くの異常個所を早期に
かつ安価に発見し、事故や故障を未
然に防止する“スクリーニング”とい
う考えのもと、様々な点検機器を開
発してまいりました。一例を示しま
すと管きょの洗浄と同時に管内映像
を録画する『美写』や通常のテレビカ
メラ調査の4倍の日進量を稼ぐこと
のできる『KPRO（ケープロ）』、雨天時
下水道に流入する雨水の経路を絞り
込むことのできる『簡易水位計』など
があります。これらは、包括的民間
委託やコンセッション事業等の官民
連携事業には欠かすことのできない
効率化技術です。下水道管路の抱え
る課題をいかに早く解決し、施設を

Projects: 会員企業百景

マンホール内で調査を行うKPRO

小口径スクリーニングカメラ『KPRO（ケープロ）』

出前授業の様子 VRで下水道管内を体験（エコプロ展にて）
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秋の見学会

「インフラと観光―栃木を題材に」

　今年の秋の見学会は、2018年にJR

グループ主催の「栃木デスティネーシ
ョンキャンペーン（DC）」が開催され、
自治体と鉄道会社および地元企業等
が連携して、新たな観光資源の発掘が
積極的に行われてきた栃木県を題材
に、今後のインフラと観光のあり方に
ついて考えることを目的に開催しまし
た。見学会には29名が参加し、現地
見学や会員同士の交流を行いました。

　初日は宇都宮駅に集合、東口から
LRTが通る予定のルートに沿ってバ
スで移動し、鬼怒川を渡った左岸側
のLRT鬼怒川橋梁工事現場付近へ。
宇都宮市では今後の人口減少・超高
齢化社会を踏まえた「ネットワーク
型コンパクトシティ」の実現に向け
て、宇都宮駅から宇都宮市内東部の
工業団地等を経て隣接する芳賀町の
ホンダ工場付近までの約15㎞の区間
を全線新設LRTによる整備に着手し
ており、将来はJR線をまたいで西側
の都心方面への延伸も計画している
とのこと。宇都宮市鎌田副市長はじ

Reports:
行事報告 第3回イブニングセミナーと秋の見学会

第３回イブニングセミナー

「インドで鉄道を作る」

　さる9月25日（水）、日本大学 駿河
台キャンパスにて、イブニングセミ
ナーが開催されました。今回は、日
本の鉄道システムの競争力、海外イ
ンフラ展開のための課題と今後の在
り方などをテーマとし、インドにお
ける鉄道建設に携わられている4名
のパネリストをお招きしたパネルデ
ィスカッションが行われました。
　パネリストとして東日本旅客鉄道
（株）熊本義寛常務執行役員、日本工
営（株）西野謙常務執行役員、（株）パ

デコ 胡井則章執行役員、同社インフ
ラ開発部 辻村功プリンシパルコンサ
ルタントの4名にご登壇いただき、コ
ーディネーターは当会会長である政策
研究大学院大学 家田仁教授と当会広
報部会の茶木環部会長が務めました。
　先ず、パネリストの方々から、関
与されたプロジェクトのご紹介があ
り、その後、家田教授や会場の出席
者からの質問に回答する形で、ディ
スカッションが進行しました。
　鉄道に求められる安全の水準、プ
ロジェクトに従事する現地職員の仕
事に対する貪欲さ、契約内容を精緻に
文書化する慣習などについて、インド
だけでなく中国やドイツにおけるパネ

リストのご経験も踏まえながら、日本
と海外の違いや、そこから得られる示
唆についてお話がありました。また、
会場の出席者との意見交換の中では、
今後の日本の持続的な成長のために
は、若年層の国際化への対応をより強
化していく必要があることなどについ
てお話がありました。
　ご経験に基づくお話はどれも大変
具体的で、国内市場が縮小する中で日
本が成長するためには海外展開が必
須であることを改めて意識するととも
に、日本を相対化できるような視点を
持つことの重要性を強く感じることが
出来たディスカッションでした。
みずほ総合研究所（株） 梅村恭平（広報部会員） 

JR東日本　熊本義寛 様 日本工営　西野謙 様 パデコ 胡井則章 様 パデコ　辻村功 様 鉄道事業者を中心に多くの会員が参加

Reports: 行事報告

＜行程＞

■10月7日（月）
・宇都宮市LRT説明と鬼怒川橋梁
工事現場視察
・大谷資料館
・東武鉄道SL大樹関係視察

■10月8日（火）
・古河掛水倶楽部
・古河足尾歴史館
・足尾体験植樹



（一社）計画・交通研究会　会報
Association for Planning and Transportation Studies Nov. 2019

09

め関係者の方々から説明をいただい
た後、鬼怒川橋梁工事の建設現場を
案内いただきました。昨年の見学会
で視察した富山ライトレールと比較
した質問など、活発な質疑応答が行
われました。

　午後は宇都宮市の観光名所・大谷
資料館へ。大谷石の地下採掘場跡の
大空間をそのまま活かして観光拠点
としたもので、栃木DCでのPR効果
もあり、最近は多くの観光客が訪れ
るスポットとなっていました。手掘
りから機械掘りになった採石の道具
などの展示物も見学しました。以
前、「ブラタモリ」でも地下採掘場跡
のスケールの大きさが紹介されてい
ましたが、番組と違わずにスケール
の大きい大谷石の地下空間を体感す
ることができました。

　その後、東武下今市駅へ移動し、
東武鉄道が2年前より下今市～鬼怒
川温泉駅で運行している「SL大樹」
の関係施設（機関庫、転車台、SL展
示館、旧跨線橋等）を東武鉄道の案
内により見学しました。停泊してい
る蒸気機関車（C11）の運転台にも特
別に入らせていただき、普段見るこ

とのできない蒸気機関車の複雑な運
転台の構造などを説明していただき
ました。

　夜はSL大樹の終着駅でもある鬼怒
川温泉に宿泊。懇親会を皮切りに、
日付が変わるまで交流を深めました。

　翌日は足尾銅山として栄華を極め
た過去を持つ足尾エリアへ。
　最初に訪れた古河掛水倶楽部は足
尾銅山の隆盛期に貴賓客の接待や宿
泊施設として利用されていた迎賓
館。大正初期に改築され、外観は洋
風、内部は和洋、それぞれの様式を
用いた2階建ての建造物となってお
り、現在も古河機械金属（株）の研修
等で活用されているとのことです。
その内部をはじめ、敷地内の施設を
見学しました。
　次に訪れたのが古河足尾歴史館。
旧足尾鉱業所等のジオラマや古河創
業家の写真や銅像など、日本近代史
の黎明期を象徴する興味深いものが
多数展示されていました。今回参加
いただいた古池先生（宇都宮共和大学
特任教授）が十数年前に寄稿した冊子
が歴史館に所蔵されて
おり、本人も交えてそ
の話題で盛り上がりま
した。また、敷地内に
は全国各地で活躍して
いたトロッコ車両を展
示・保存するトロッコ
広場があり、今後の一
般公開に向けて準備が
進められていました。

　昼食後、国土交通省渡良瀬河川事
務所高田所長より渡良瀬川の河川・
砂防事業や植樹活動について説明を
いただきました。足尾地区では山腹
の多くが荒廃地化していますが、こ
れは鉱山操業による煙害のみなら
ず、燃料としての樹木伐採や山腹の
山火事等によるものであるとの説明
がありました。荒廃地に緑を復活さ
せる体験植樹ではNPO法人「足尾に
緑を育てる会」の皆様にご協力をい
ただき、ハナミズキを６本植樹しま
した。100万本の目標に対して植樹
実績は開始から約30年で約32万本、
今回私たちが植えた樹木も大きく育
つまでに30年くらいかかるという説
明に、緑の回復にはかなりの時間と
労力が必要であると実感することが
できました。植えた樹々が大きく育
つ姿が今から楽しみです。
　栃木のインフラと観光を巡り学ん
だ2日間でした。有名な観光地以外
にも魅力ある栃木に皆様も足を運ん
でみてはいかがでしょうか。

東日本旅客鉄道（株） 岩井有人

宇都宮市によるLRTの説明 SL大樹をバックに集合写真

大谷資料館（地下採掘場跡）

植樹体験後の集合写真

古河足尾歴史館

Reports: 行事報告



（一社）計画・交通研究会　会報
Association for Planning and Transportation StudiesNov. 2019

10

News Letters: 活動報告

News Letters:
活動報告

海外インフラ展開人材養成プログラム
期待の中で今年度より本格運用をスタート

ていることが挙げられます。今年度
の受講生は政府系機関6名、インフ
ラ事業者7名、コンサルタント7名、
建設会社等9名の29名でした。初日
は日本工営・廣瀬典昭相談役による
海外インフラ展開の歴史と、当会の
家田会長が「自らを『相対視』する勇
気」を説く特別講義から始まり、最
終日までに計34コマの充実した構成
の講義がありました。修了式後の懇

　昨年度に試行プログラムとして2

日間開催された海外インフラ展開人
材養成プログラムが今年度より本格
運用をスタートし、9月2日～9月13

日の2週間にわたって政策研究大学
院大学で開催されました。このプロ
グラムは、今後の海外インフラ事業
の展開に向けて、実務界の中堅人材
を対象として知識とスキル、並びに
社会経済文化的な知見を「産官学連
携」のもとで身に付け、世界で活躍で
きる人材の養成を目的としています。
　プログラムの特徴として、①受講
生が産官学の多岐にわたっているこ
と、②講義にグループ・ディスカッ
ションが多く取り入れられているこ
と、③著名な有識者が受講生の視野
を広げる特別講義も数多く用意され

親会には国土交通省の森昌文前事務
次官や平井秀輝海外プロジェクト審
議官をはじめ多くの来賓の皆様がお
越しになり、当プログラムの今後の
発展への期待を述べられました。ま
た、受講生からも「受講して本当に
よかった」という声を多くいただき
ました。

（株）大林組 遠藤秀彰
（本プログラム運営委員会メンバー、当会広報部会員） 

活発なグループ・ディスカッションの様子家田会長講義

の概念が覆るような制作物を拝見す
ることができました。

　また、最近の動向として、折り紙
を応用して制作した建築物をご紹介
いただきました。折り紙の特性であ
る平たく折りたためることを建築に
応用することで、イベント開催時や
災害時の仮設に適した施設等の開発
が今後期待されるものと感じました。

みずほ総合研究所（株） 小川拓弥 

折紙の幾何学を研究する舘知宏研究室（東京大学）

　ユニークな研究者を訪問してお話
を伺う「ユニークラボ探訪」。第2回
は9月24日（火）、東京大学大学院 

舘知宏 総合文化研究科広域システ
ム科学系准教授を訪問しました。
　舘准教授は折り紙から、折りによ
って作られる立体形状，折り畳みや
展開メカニズムなどの数理を抽出し、
様々なものや空間の設計に応用する
折紙工学について研究されています。

　当日は、舘准教授や研究室の学生
が制作した折り紙について、各制作
物の構造や特徴を解説いただきまし
た。例えば、ある特定の方向に力を
加えると硬度が増す折り紙の構造
や、折り紙の材質や大きさによって
は折ることができない場合があるこ
とについてご説明いただきました。
また、座ることのできる椅子の折り
紙や金属の折り紙等、従来の折り紙

ユニークラボ探訪

折り紙（うさぎ）の立体図・平面図制作物舘知宏准教授

Laboratory:
02
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理事会
代表理事・会長　　　　　家田　　仁
理事　　　　　　　　　　屋井　鉄雄
理事　　　　　　　　　　清水　英範
理事　　　　　　　　　　徳山日出男
理事・会長代理・幹事長　寺部慎太郎
理事・事務局長　　　　　髙橋　祐治

経営委員会
委　員　　　岩倉　成志・大嶋　匡博
　　　　　　城石　典明

企画委員会
委　員　　　王尾　英明・大串　葉子
　　　　　　小野寺　博・加藤　浩徳
　　　　　　真田　純子・下大薗　浩
　　　　　　髙瀬　健三・茶木　　環
　　　　　　寺村　隆男

企画委員会・広報部会
部会長　　　茶木　　環
副部会長　　羽藤　英二
幹事長　　　遠藤　秀彰
部会員　　　越智　　茂 （本号編集担当）

　　　　　　福田　大輔 （本号編集担当） 

　　　　　　伊藤　香織・岩川　彩夏
　　　　　　梅村　恭平・奥田　　豊
　　　　　　小里　好臣・越野　晴秀
　　　　　　小林　香咲・柴崎　隆一
　　　　　　篠崎　弘明・白根　哲也
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策」、厚生労働省の「海外から渡航し
てくる補助犬使用者への対応ガイド
ラインについて」、農林水産省の「海
外から輸入される補助犬の検疫につ
いて」と題し、国としての積極的な取
り組みを発表されました。髙栁友子
日本身体障害者補助犬学会理事・社
会福祉法人日本介助犬協会専務理事
（当会会員）はわが国の身体障害者補
助犬法（以下：補助犬法）で認定対象

　日本身体障害者補助犬学会の第12

回学術大会が「旅と補助犬」をテーマ
に行われその一環として公益財団法
人交通エコロジー・モビリティ財団
との共催による「2020東京オリンピ
ック・パラリンピックに向けて海外
からの補助犬受け入れシンポジウ
ム」が10月6日（日）13：30より京王
プラザホテルで開催されました。「国
土交通省におけるバリアフリー施

Topics:
トピックス

日本身体障害者補助犬学会　第12回学術大会
2020東京オリンピック・パラリンピックに向けて海外からの補助犬受け入れシンポジウム

となっていない海外からのサービス
ドッグ同伴受け入れにおける現状と
課題を報告しました。2020年オリン
ピック・パラリンピック開催に伴い
海外から多くの旅行者の来日が予想
されます。我が国の補助犬法に即し
た受け入れが適切に行われるよう国
内外への情報周知が重要であると訴
えました。

管清工業（株） 越智茂（広報部会員） 

登壇した髙栁友子先生

Topics: トピックス
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自
動
運
転
時
代
に
お
け
る
交
通
インフ
ラ
の
あ
り
方

視
点

Opinion:

日
本
工
営
株
式
会
社　

参
与

電
力
事
業
本
部　

技
師
長

作
中
秀
行

Opinion: 視点

　
自
動
運
転
の
進
歩

　
先
日
、
米
国
で
ド
ラ
イ
バ
ー
が
居
眠
り
を
し
な
が
ら
高

速
道
路
を
時
速
1
0
0
㎞
以
上
で
走
行
し
て
い
る
映
像
が

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
い
た
。
テ
ス
ラ
の
オ
ー
ト
パ
イ
ロ
ッ

ト
で
あ
る
。
彼
ら
の
技
術
は
国
際
標
準
の
レ
ベ
ル
2
に
該

当
し
て
お
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
運
転
状
況
の
常
時
監
視
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
ド
ラ
イ
バ
ー
が
納
得
し

て
安
心
す
る
程
度
ま
で
テ
ス
ラ
の
自
動
運
転
技
術
は
完
成

さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
例
が
頻
発
し
て

い
る
ら
し
い
。
こ
の
こ
と
は
自
動
運
転
技
術
が
既
に
あ
る

レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
ニ
ュ
ー
ス
で
も
盛
ん
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
自
動
運
転
は
人
間
の
ミ
ス
を
補
完
す
る

意
味
で
も
期
待
さ
れ
、
過
疎
地
の
高
齢
者
の
移
動
に
も
欠

か
せ
な
い
。
完
成
が
待
ち
遠
し
い
。

　
30
年
後
の
自
動
車
社
会

　
あ
る
方
が
公
演
会
に
て
、
30
年
後
に
世
の
中
か
ら
な
く

な
る
も
の
の
一
つ
に
信
号
機
を
取
り
上
げ
て
い
た
。
車
は
安

全
性
が
追
求
さ
れ
て
衝
突
し
な
く
な
り
信
号
機
は
不
要
に
な

る
と
の
こ
と
。
な
る
ほ
ど
、
交
通
量
が
少
な
い
交
差
点
な
ら

そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
交
通
制
御
の

仕
組
み
は
必
要
で
あ
り
、
信
号
機
は
な
く
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
姿
や
仕
組
み
は
変
わ
っ
て
も
良
い
。

　
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
カ
ー（C

onnected C
ar

）、
自
動
運
転

（A
utonom

ous

）、
シ
ェ
ア（S

hared

）、
E
V
、
な
ど
、
い
わ

ゆ
る
C
A
S
E
の
進
展
が
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
与
え
る
影
響

は
大
き
い
。
様
々
な
人
が
C
A
S
E
時
代
の
交
通
イ
ン
フ

ラ
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
と
思
う
。
し
か
し
、

残
念
な
こ
と
に
そ
の
よ
う
な
話
が
あ
ま
り
聞
こ
え
て
こ
な
い
。

　
自
動
運
転
の
し
や
す
い
道
路
環
境

　
自
動
運
転
社
会
に
向
け
、
自
動
運
転
車
が
走
り
や
す
い

道
路
環
境
と
は
何
か
？
　
あ
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
方
と

話
す
機
会
が
あ
っ
た
。
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
、
い
か
な
る

環
境
で
あ
っ
て
も
自
動
運
転
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
す
る

必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
。
あ
る
意
味
で
、
道
路
側
に
は
期

待
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
A
I
に
は

1
0
0
%
は
な
い
。
A
I
が
認
知
し
や
す
い
工
夫
が
道
路

側
に
あ
っ
て
も
良
い
。

　
交
通
情
報
の
提
供
者
の
変
化

　
日
本
は
、
道
路
上
の
車
両
検
知
器
や
E
T
C
2
の
プ
ロ

ー
ブ
情
報
な
ど
を
利
用
し
て
交
通
情
報
を
収
集
し

V
I
C
S
を
完
成
さ
せ
た
。
世
界
に
先
駆
け
て
作
っ
た
日

本
が
誇
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
、
多
く
の
人
は

カ
ー
ナ
ビ
で
見
る
V
I
C
S
の
情
報
で
な
く
と
も
、Google

マ
ッ
プ
の
情
報
で
十
分
だ
と
思
っ
て
い
な
い
か
。
カ
ー
ナ
ビ

に
こ
だ
わ
る
人
も
、
車
の
セ
ン
タ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で

G
oogle

が
返
事
を
し
て
く
れ
る
な
ら
、
む
し
ろ
そ
れ
を
歓

迎
す
る
人
は
多
い
だ
ろ
う
。
現
に
そ
う
い
う
動
き
が
自
動
車

メ
ー
カ
ー
に
あ
る
。
利
用
者
は
交
通
情
報
提
供
者
が
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
代
わ
っ
て
も
何
も
困
ら
な
い
。
利
用
者
の

意
識
が
変
わ
っ
て
困
る
の
は
、
交
通
事
業
者
や
道
路
管
理
者

だ
ろ
う
。
予
算
確
保
が
難
し
く
な
る
時
代
で
あ
る
。
膨
大
な

予
算
を
確
保
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
交
通
情
報
収
集
の
仕

組
み
を
維
持
・
発
展
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
カ
ー
の
情
報
の
行
方

　
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
カ
ー
の
情
報
は
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ

る
の
か
。
ス
マ
ホ
経
由
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
は
世
界
的
に

G
oogle

が
独
占
的
に
保
有
し
て
い
る
現
実
が
あ
る
。
世
界
中

の
利
用
者
に
対
し
て
渋
滞
情
報
や
ナ
ビ
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
配
信
す
る
技
術
に
は
脅
威
を
感
じ
る
。
今
後
、
C
A
S
E

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
会
社
が
こ
れ
に
続
き
、
コ

ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
カ
ー
の
情
報
は
彼
ら
が
占
有
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
と
き
公
共
は
お
い
て
き
ぼ
り
に
さ
れ
な
い
か
。

　
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
カ
ー
の
情
報
は
、
合
理
的
に
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
か
ら
情
報
提
供
さ
せ
る
仕
組
み
を
法
的
に
整
備
す
る
べ
き

で
あ
る
。
中
国
な
ら
直
ぐ
に
で
き
そ
う
な
こ
と
が
、
我
が
国
で

は
難
し
い
。
民
業
圧
迫
や
通
信
傍
受
な
ど
の
点
で
議
論
す
べ
き

課
題
が
多
い
。
し
か
し
、
考
え
る
価
値
は
十
分
に
あ
る
。

　
C
A
S
E
に
対
応
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
あ
り
方

　
自
動
運
転
が
し
や
す
い
道
路
と
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
カ
ー

の
情
報
収
集
に
つ
い
て
少
し
考
え
を
述
べ
た
。
C
A
S
E

は
I
T
が
支
え
て
い
る
。
自
動
車
業
界
は
ハ
ー
ド
か
ら
ソ

フ
ト
へ
の
変
化
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
。
我
々
も
、

C
A
S
E
に
対
応
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
日
本
が
一
体
と
な
っ
て
検
討
す
べ
き
時
だ
ろ
う
。
そ

れ
こ
そ
、
世
界
に
先
駆
け
た
制
度
作
り
や
仕
組
み
づ
く
り

が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
30
年
後
の
未
来
社
会
の
行
方

は
我
々
に
か
か
っ
て
い
る
。


